
技術研究所
今を見つめ未来を拓く最新技術の発信源

当社は産業機械メーカとして,化=機事業部,環境装置

事業部,気熱装置事業部の3事業部を擁し,化学工業用機

器･装置･プランT.,食品工業用装置･機器,上水･下水

処理及び脱臭処理プラント,超純水･純水･工業用水･廃

水処理プランTl,冷却塔,廃ガス処理プランTl等の分野に

おいて,長年にわたる豊富な経験を生かしております｡

この基礎となる技術開発に関して,当初は,それぞれの

事業部において改善改良,新製品の開発を行っていました

那,石油ショックを契機とした産業構造の変化,急激な技

術革新による当社主要製品のラインアップの更新等の要求

に対応するために, 1980年に技術開発本部が設立いたしま

した｡

この技術開発本部及び各事業部の開発苦即日を中心とし

て,これまでにベルトプレス脱水機,電気浸透を利用した

E O脱水機,多機能型炉過乾燥機(HI-ROF), ♯9000グラ

ス,高粘度薄膜蒸発機,生物脱臭装置, FA用パッケージ

ソフト(PMX-98),特殊表面処理で優れた耐食性を有す

るステンレス材料(GOLDEP WHITE)等の商品開発を行

い,更に汚泥処理技術,粉体処理技術,ウルトラク1)-ン

技術等の社会的ニーズの高い技術蓄積を行い,当社の業容

拡大の基礎を築いてまいりました｡

また,精密分離用多孔質ガラスや撹拝流動解析,嫌気性

廃水処理の研究等,当社技術の基盤となるべき長期的なテ

ーマについても多くの成果をあげていますo

これまで神戸本社内に分散していた技術開発本部及び各

事業部の開発部門が神戸-イテクパーク(神戸市西区)内

に新設された技術研究所に集約され,実験設備の整備･充

実とともにフレックスタイムも導入され研究者のための環

境整備も行われ,技術の神鋼パンテツクの中枢としての体

制が整いました｡

本稿では当研究所の研究･実験設備を中Jbに,最近の研

究開発及び実験の概要を紹介致します｡
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1.研究開発及び実裁の概要

1. 1材料研究室,精密計測室

材料研究の関係では,当社主力製品であるグラスライニ

ングやセラミックス及び金属の表面処理に関する研究開発

を行っています｡ライニンググラスの機能や物性の調査,

新しい機能を持った素材の開発に必要な試験装置が設置さ

れています｡

E D S (Energy Dispersive X-ray Spectrometry)は,

素材の表面を,最高30万倍に拡大観察すると同時に,その

構成元素を分析できる装置で,ガラスの成分分析や,金属

中の異物の解析,試作材料の均質性のチェック等に威力を

発揮しています｡

また,結晶構造の解析に用いられるⅩ線回折装置,示差

熱分析や熱膨張係数やガラス転移点の測定のための熱分析

装置,高温高圧条件での耐食試験装置, 1メガHzの高周

波領域での誘電率の測定装置等を用いて,ガラスの用途開

発や新製品の性能評価を行っています｡

ステンレス鋼の特殊表面処理や世界初の細孔径1.5nm

のジルコニア･S/リカ系多孔質ガラス『イミサーⅠ』のガ

ス吸着量測定や,ゾルーゲルガラスを応用したグラスライ

ニングの現地局部補修技術開発等も進めています｡

1. 2 FAソフト開発室

FAソフ†技術室では, FA用ソフトウニ7･システム

の事業化を目指し,現在技術研究所を拠点に活動していま

す｡研究棟2階のFAソフナ開発室に開発システムを整

え, FA用各種バッケ-ジソフトの開発や, FAシ′ステム

の開発に取組んでいます｡

また,同室にはサボ-†センターを設置しており,お客

様の技術的な質問に答えております｡

1. 3 環境装置実験室

1 )多段流動床式活性炭吸着装置

流動している粒状活性炭によって,排水中の汚濁物質を

吸着除去する装置で,各段は,特殊†レイによって区切ら

れています｡活性炭は上段から下段へ移動し,上向流の排

水と接触するようになっています｡ RR着能力を失った最下

段部の活性炭は塔外へ抜き出され,再生再利用されます｡

活性炭による排水処理法は,他の方法と比較して高度処

理に適しているため,排水規制の強化や水の再利用がいわ

れる今日では欠くことができない装置です｡

多.段流動床式活性炭吸着装置は,敷地面積が′トさい,宿

性炭保有量が少ない,さらに,活性炭の吸着効率が高いな

ど多くの利点があるにもかかわらず,固定床式のように解

析法や設計法が確立されていないため利用例がまだ少ない

ようです｡本開発は,実証テスト及び吸着等温線等のよう

な基礎データを用いて吸着装置の処理性能を予測するコン

ピューター解析などを行い,触析法や設計法を確立し,よ

り優れた活性炭吸着装置を開発することを目的としていま

す｡
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2)嫌気性処理装置

当社の嫌気性メタン発酵l)アクターの固定床式のPAN

BIC-Fや,生物床式の PANBIC-G は,高有機物負荷処

理が可能で維持管理が容易であり,また余剰汚泥の発生が

少なく,さらにはエネルギー源として利用可能なメタンガ

スを高効率に回収できる等の特長を有し,最近数多くの実

績を重ねつつあります｡これらの1)アクターの適用分野の

拡大,要素技術の高度化,嫌気性処理システムの高効率化

及び高度化などを目的として,ピーカ･スケールからラボ

スケールの実験装置を使用して,次のような基礎及び応用

面に関する研究を進めています｡

(1)高密度培養技術

(2) 2相式メタン発酵技術

(3)膜利用メタン発酵技術

(4)運転管理,制御システム

3)上水道関連装置

上水道部門は,高度処理,膜処理技術等のテーマが上げ

られています｡ここでは回転円盤型UF装置, UFくるく

る等の実験装置が置かれています｡

4)生物脱臭装置

下水処理場等の臭気除去に用いられる生物脱臭装置は活

性炭吸着方式での活性炭取り替え再生を必要とせず,高度

な処理能力を有しながら生物により再生される無再生方

式の特徴ある装置です｡ここではこの生物脱臭装置(B-

DO :ど-ドゥ)の更に高度な開発をめざして実験が続け

られています｡

1. 4 超純水実戦室

電子工業用超純水装置の研究開発を行っています｡本実

験室内では, pptまたはサブpptオーダの妻景度のサンプル

を扱うために,床は防塵処理するなど,室内の清浄度緯特

に留意し,特に汚染を避けたい試験装置は更に室内にク1)

-ンブースを設けその中に収容しています｡
超純水装置は,ダブルパスRO装置(IPLP)を用い

た一次純水装置より一次純水を受け,分析試験室用及びR

&D用二次純水装置が設置されています｡ R&D用二次純

水装置にはGOLDEP材が用いられており, 64MDRAM

対応の先端要求水質を満たすことが出来ます｡また,イン

ライン水質モニタを取付け, s/ステムの長期運転における

安定性の評価試験を行っています｡

さらに, GOLDEP応用製品の開発,新素材の超純水へ

の応用研究,排水回り又s/ステムの研究等が進められていま

す｡

1. 5 EO実験室

電気泳動現象と電気浸透現象を効率的に組み合わせた斬

新な発想により,電気エネルギーでもって液移動を起こし,

スラッジを脱水する電気浸透式加圧脱水機を'86年に開発

しました｡既に,都市住宅整備公団殿,東北電力㈱,東レ

㈱向けなどに実績を持ち,阪神水道企業団殿向けとして炉

過面積252m2の大型機2台の納入が決定しています｡

そしてこの技術は,国際水質汚濁研究協会の機関誌等に

紹介されるなど,学術的にはもとより国際的にも革新的技

術として高く評価されています｡この電気浸透式加圧脱水

機は,神鋼パンテツクの汚泥処理の主力製品として期待さ

れており,新技術研究所のEO実験室内にほ実装置規模の

大型機を含む各種実験装置が設置され,新しい脱水機の開

発体制が整っています｡

GOI+)EP製超純水装置 E O実験装置

Ultrapure water treatment system made Pressurized electro osmotic dehydrator

of
GOLDEP

stainless steel
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1. 6 UCショップ

UCシ/ヨツプのUCほウルトラクT)-ンテクノロジーの

工業化ベースでの実現をめざし,その英字Ultra-Cleanの

頭文字から命名したものです｡

半導体製造工程では作業空間,水,薬品やガスからの不

純物を徹底的に排除したク1)
-ンな条件が:求められていま

す｡超純水や薬液系では,設定運転条件の下で構成機器や

配管からのイオンやTOCのさ容け出し,パーティクルの発

生をいかに低い値に抑えるかが課題となっています｡

UCシ/ヨッブでは,ステンレス鋼を素材としその表面を

改質して得られる耐溶出性に優れた材料を提供します｡表

面改質は,材料表面の加工変質層を取り除くと同時にサブ

ミクロン単位で平坦にする電解研摩処理と,その次に,酸

化不動態皮膜をつくる熱処理の工程からなっています｡こ

こまでの処理を行うと材料は金色を呈し,当社ではこれを
GOLDEP と呼んでいます｡さらに表層部の鉄酸化物を除

去する脱膜処理をすると耐食性に優れたクロム酸化不動

態膜が現われます｡その材料は銀白色を呈し当社では
GOLDEP WHITE と称しています｡

設備はGOLDEP 及び GOLDEP WⅢITEをはじめと

する表面改質のための,電解研摩,超純水,クリ-ンブー

ス,クl)-ンルーム,洗き争,熱処理,酸処理,梱包,検査

の各機器を備えています｡電解研摩後の洗浄工程からはク

リーンブース内の作業であり,処理過程でのコンタミネー

ションを防止する対策をとっていますo 対応可能寸法は直

径で60cm,長芋方向で4mが基本ですが,当社のガラス

焼成炉を用いると直径が4.2mの容器まで対応が可能とな

ります｡

金属材料として,プラスチック材やガラス材よりも優れ

た加工性と強度及び表面改質による平坦性や耐i容出性を活

かした分野への適用が期待されます｡

1. T PDショップ

ここは超純水装置で使用される非再生ポリッシャーの新

しく完成されたイオン交換樹月旨再生設備で, PDショップ

(Portable Demineralizer Shop)と呼ばれています｡本

クリ-ンル-ム

Clean room

設備の主要機器は,分離】答,カチオン塔,アニオン塔及び

混合洗浄塔から構成されています｡操作は樹脂の抜き出し

から分離,再生,混合洗浄,充填及びコンディショニング

まですべて自動運転ができ,極めて省力化された設備にな

っています｡

一方,品質の向上を図るため再生用水としてIPLP装

置で前処理を行った超純水を使用し, PDの最終コンディ

ショニングに, UVによるTOC分解装置オキシテックに

より処理し, TOCレベルを下げることが可能なようにな

っています｡
また再生したPDの水質確認を行うモニタとして比抵抗

計及びTOC計を設けて水質の管理を行っており,今まで

の設備に比べて,よりう迅速に,より高品質のPDが供給で

きるようになりました｡

1. 8 分析試験室,水処理薬品試験室

1)分析試験室

当試験室は純水,上水,用水,工場排水,下水及び汚泥

の分析試験に必要な分析機器,試験装置を設置してありま

す｡業務の概要は次の通りです｡

(1)計量証明書発行を行う水質分析

(2)純水製造装置,上水,用水処理装置,廃水処理装置

等の設備計画のために必要な水質分析,汚泥分析

(3)納入装置の運転管理及び性能確認に必要な分析業務

(4)装置トラブルの原因追求及び問題解決に必要な分析

(5) R&Dに伴う分析業務

これらは,客先,営業部門,計画設計部門,研究開発部

門等から依頼されてきます｡またプロセス設計のためのラ

ボスケールの処理試験も行っています｡

2)水処]璽薬品試験室

当室では汚泥の脱水用,
-プ投～疑集用,冷却塔用,ボイラ

ー用薬品全般にわたり薬品の遷星走試験を行っています｡ま

たこれらを目的とした新規薬品開発に伴う分析試験も行っ

ています｡さらにイオン交換樹脂の性能試験分析も行われ

ています｡

GOLDEP WHITE製品

GOLDEP WHITE
products
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1. 9 バイオ実境室

微生物の純粋培養実験,バイオプロセス･機器の開発,

バイオプロセスの自動監視･制御技術の開発を主に行って

います｡現在は醸造分野向けの温度調節機能をもったグラ

スライニング製清酒発酵槽の商品化と,これを用いた発酵

工程の自動制御の開発を行っています｡今後ともニュ-バ

イオプロダクー生産プラントや,地球環境保全-の生物利

用技術や装置の開発など,バイオインダスト1)一産業分野

で貢献したく考えております｡

1. 10 撹拝･流動実験室

当社はグラスライニング製,ステンレス製の撹拝槽を数

多く設計,製作しています｡本実験装置は撹拝賀の選定や

混合効果の確認及び新しい撹拝賀の開発のために,模擬流

体(水,水飴等)を用い,透明可視槽で槽内の液の流動状

態を直接観察できる装置です｡この実験装置の測定機器と

しては,槽内の液流速を非接触で測定可能なレーザドップ

ラ-流速計をはじめとしてトルク測定計,ガス分散速度況

定計などを備え,各々自動計測が可能です｡また,ご要望

があれば撹拝槽内の流動状態をビデオカメラでテープ錬画

しますので,後日お客様サイドでご検討頂くこともできま

す｡1991年度は35件の立会いテス†を行い好評を得ました｡

更に,いま脚光を浴びている当社の多目的髭押葉フ/レゾ

ーンの開発,あるいは撹拝の最適化に大きな可能性を持つ

撹拝実験装置
Mixing test equlpment

一流動層型/iイオ1)アクター
Fludized･bed bio-reactor

コンピュータシミュレーションの検証にと,これらの装置

と機器は威力を発揮しています｡

写真の本実験装置は内径400mm,全高800mmの透明

アクリル樹脂製の可視槽です｡

撹拝賀,バップルは実機の相似形状で製作する場合と,

手持ちの準備品(翠/約200種,バッフル/約30種)を使用

する場合があります｡これらの部品の淀拝槽への組立を容

易に行えるよう,撹拝槽は上下に昇降可能です｡

1. 11粉体技術実顔室

1) SVミキサー実験装置

円錐塑混合機のSVミキサ-は当初混合機として開発さ

れましたが,その独特な対流混合機構を生かし最近は乾燥

機,熱処理機等として幅広く使用されています｡

テストユニッ†は仕込量100etのSVミキサ-,コンデ

ンサ-,バグフィルタ-,真空ポンプ,チラ一,熱媒ユニ

ットより構成され,缶内の温度･圧力変化,自転･公転動
力の変化を自動記録し,テス†過程での物性の変化の分析

も容易に出来るよう配慮されています｡

本ユニッ十での実粉テス†により,スケールアップに必

要な基礎的な混合･乾燥性能及び撹拝動力の確認はもちろ

ん,乾燥･混合過程における内容物の変化,壁面への付

着,熱影響,排出性等粉体特有の問題点を把握し,最も適

した運転条件を見いだすことが出来ます｡

v-ザドップラ-流速計
Laser Doppler Anemometer

く SVミキサ-

SV Mixer
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2) PSミキサー

対流混合機能が主体のSVミキサーに対し, PSミキサ

-は撹拝賀の強い勢断力の利用により,混合比の高い精密

混合を行いますo樹脂のカラー1)ングや,凝集性の強い粉

体に対する解砕混合,附属のチョッパーを利用し,フィラ

ーを粉体中に分散混合させる開放混合などに利用されま

す｡また結合剤を添加した造粒操作も出来ます｡

テスト機PSミキサー(PSO5)は全容量50etのSU

s304製で,撹拝賀,チョッパーともインバータによる変

速で,最適の操作回転数を探ります｡混合状態,撹拝動力

の確認を行い,実装置へのスケ-/レアップデータを取りま

す｡また真空操作も可能ですから,造粒後の乾燥など幅広

く応用されています｡

3)コボールミル/スエコ振動ミル

アニュラータイプの媒体撹拝ミルであるコポールミル

は,粉砕窒を独特の形状をした狭いすき間で構成すること

により,砕料のショーT-/ヾスを防止し,効率良い冷却効果

を生じるなど数々の特徴を持ち,特に難分散性物質に効果

を発揮しています｡

一回のテス†条件に対し,約5βtのサンプルで,メディ

アサイズ,充てん量,ロータ回転数などの操作条件をきめ

るためのテストを行います｡

スエコ振動ミルは,湿式タイプのM-18と,湿乾両用の

DM-1をテス†機として準備しています｡

粉砕室中に直径,長さともに1/2インチの円筒型メディ

アを充てんし,メディアの衝撃力と摩砕力により砕料を粉

砕します｡ファイン･セラミックス関係の粉砕テス十を多

く行っています｡

4)ハイロフ/ロバテ)I,遠･b分離機

ハイロフドライヤーは,一台の密閉容器内で,反応,音戸

PSミキサー

PS Mixer

過,乾燥が行える新しいコンセプTlに基づく多機能型炉過

乾燥機です｡炉過面積0.1m2のテスト機RF1400はSUS

316製で,貸与も行っています.炉過性の確認,ケ-キ表

面の展延,かき取り時の]党拝動力確認を行います｡

ロバテ/レ遠Jb分離機は,水平ピーラー型の遠心分離機で

テスTl機はQ500のバスケット径を持ち, 200et程度のサ

ンプルで実験し,設計データを取りますo

1. 12 薄膜蒸発機実弟室

1)薄膜蒸留実験装置

当社の薄膜蒸留装置ワイプレンは,処理享夜を薄膜にし,

真空下での蒸発分離操作により熱影響を受け易い物質や,

沸点の高い物質の精製,濃縮,脱揮,脱色等幅広く使われ

ています｡

2-03型は基礎実験用に製作された伝熱面積0.03 m2のガ

ラス製のテスト装置であり,約1βtの′J＼量のサンプルで基

礎データが得られ,また実機用の最適諌作条件の把握にも

便利な装置です｡大気圧から10‾3TORRの高真空操作,

マント/レヒ-クによる350oCの加熱操作も出来ますo

大型のパイロッ†装置として設置しています12-4型は伝

熱面積0.4 m2で標準的に20-50βt/bの処理が出来る本格

的な実証試験装置として,また,スケー/レアップデータの

取得に活躍しております｡熱媒による300 oCの高温運転,

10‾2TORR程度の高真空操作, 2重配管による高融点物

質(-150oC)の分離,下部からの水蒸気吹込による水蒸

気蒸留等も行えます｡

高精度液処理用に新たに開発されたEXEVA の実験装

置として伝熱面積0.2m2のEX-2型を設置しています｡

60-70 %の溶剤の蒸発,濃縮操作から数百PPM忙まで

溶剤,低沸物をカッTlする脱揮操作も可能で,数千CP-

数万Pの高精度物質のテストも行っています｡原料が揮発

分の少ないペレット,固形物の場合は1車由押出機にて溶融

コポール･ミル
CoBa1 1.Mill

ロバテル遠心分離磯
ROBATEL

centrifuge
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し供給も出来ます｡

2)遠心抽出機実験装置

工業用プロセスや抽出プロセスの研究に使われている

ロバテル遠心抽出機LX204をテスト機として準備してい

ます｡短い滞留時間と少ない液保有量により短時間で定常

運転に達し,開始･終了時の液損失も少なく効率的なテス

トが行えます｡ 4段で構成されているこのLX204の2,

3段目にもi夜入口が備えられており,ロータ回転を止めな

いで供給口を変えるだけで, 2, 3, 4段等種々の抽出実

験が出来ます｡標準的処理量は重,軽液合わせて250βt/也

です｡

1. 13 冶却塔実廉室

実験棟内に′J＼型冷却塔と屋外に実規模の大型冷却塔の2

つの実験設備を備えています｡小型塔では各要素単位の開

発を,大型塔では全体構造のための開発を目的としていま

す｡

1 ) ′ト型冷却塔実験設備

冷却塔の要素技術の開発を行うための設備で,水,空気

の流れ,充填材の熱交換性能,スケー/レアップ技術,制御

システム,合理的な塔構造等の開発を行っています｡

この設備は,カウンタ-フロ-とクロスフローの2つタ

イプの実験が出来るように設計されており,歌水部,熱交

ワイプレン大型パイロット装置

Film evaporator test eqtlipment

換部,加熱槽より構成されています｡また,実験における

計測制御は,測定精度の向上のため自動化を計っています｡

装置仕様は,

循環水量 : -200 m3/也

風量(軸流ファン) :-270m3/min

2 )大型冷却塔実験設備

小型実験装置で開発された要素技術の諸問題の解決のた

めに設置された実規模の実験装置です｡空気と水の流れの

分布の把握,新しく開発された冷却塔各要素の実塔への適

用時の問題点の把握を行うことにより,要素本来の性能を

発揮するよう改良,改善を行い,高性能冷却塔の開発を行

っています｡

装置仕様は,

循環水量

送風ファン

塔サイズ

む す

:

-750m3/也

:¢4270低騒音タイプ(インバータ制御)
: 12mVx8mIJXllmll

び

以上,技術研究所の概要を紹介しましたが,今度の開発

部門の集約により,充実された実験･研究設備,研究要員

ならびに,研究開発にふさわしい線豊かな環境をフ/レ柾括

用し,ユーザ各位のニーズに合致した,新技術･新製品の

タイムi)
-な開発に努める所存であります｡

エクセバ実験装置
EXEVA test eqtlipment

1ロバテ)i,遠心抽出機

ROBATEL extractor

大型冷却塔実験装置

Cooling tower test equipment
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